
ＡＩ利用ポリシー
税理士法人オンデック

税理士法人オンデック（以下、「当法人」といいます）は、お客様に提供する業務の品質向上と
効率化のため、生成ＡＩその他の人工知能技術を利用したサービス（以下、「ＡＩサービス」と
いいます）を業務に活用しています。

当法人は、お客様の財務情報・税務情報という極めて機微な情報をお預かりする立場にあり、税
理士法第 38条に定める秘密を守る義務を負っています。ＡＩサービスの活用にあたっては、こ
の責務を最優先とし、本ポリシーに定める方針のもとで利用します。

１．利用の目的

当法人は、次の目的の範囲でＡＩサービスを利用します。

・　税法・会計基準等に関する調査及び論点整理の補助
・　資料、文書及び説明資料の作成の補助
・　証憑等の読み取り、集計及び記帳処理の効率化
・　議事録、メール文案その他の定型的な文書の作成補助
・　所内業務の管理及び品質チェックの補助

２．利用するＡＩサービスの選定

当法人は、入力した情報がＡＩサービスの提供事業者による機械学習等に利用されない設定又は
契約形態のサービスを選択して利用します。この条件を満たさないサービスに、お客様からお預
かりした情報を入力することはありません。

また、利用するサービスは当法人が事前に承認したものに限定し、職員が個人の判断で新たなサ
ービスを業務に用いることを禁止しています。

３．入力しない情報

当法人は、次の情報をＡＩサービスに入力しません。

・　個人番号（マイナンバー）及び特定個人情報
・　金融機関その他のシステムに係る認証情報（ＩＤ・パスワード等）
・　お客様との個別の契約により入力が禁じられている情報
なお、当法人が利用する会計ソフトその他の業務システムに組み込まれたＡＩ機能については、
当該システムの提供事業者との間で法令に基づく委託先としての管理が及んでいることを確認し
たうえで利用します。

４．出力結果の取扱いと責任の所在

ＡＩサービスによる出力は、内容の正確性及び完全性が保証されるものではありません。当法人
は、ＡＩサービスの出力をそのまま成果物とすることはせず、税理士その他の責任者がその内容
を確認したうえで用います。



業務の内容及び成果物についての最終的な判断は、ＡＩサービスの利用の有無にかかわらず、当
法人が自らの責任において行います。

５．管理体制

・　ＡＩサービスの利用に関する管理責任者を定めています。
・　利用できるサービス、これを取り扱う者及び入力できる情報の範囲を、所内規程により定め
ています。

・　所属する税理士及び職員に対し、本ポリシー及び所内規程の内容を周知し、必要な教育を行
っています。

６．著作権その他の権利への配慮

当法人は、ＡＩサービスの出力を成果物に用いるにあたり、第三者の著作権その他の権利を侵害
することのないよう相当の注意を払います。

７．事故が発生した場合の対応

ＡＩサービスの利用に関し、お客様の情報の漏えい、滅失又は毀損が生じ、又はそのおそれがあ
ることを認識した場合、当法人は速やかに当該お客様に通知するとともに、被害の拡大の防止、
原因の究明及び再発の防止のために必要な措置を講じます。

８．お客様からのお申し出

お客様は、当法人に対し、ＡＩサービスの利用の停止又はその範囲の限定を求めることができま
す。当法人は、合理的な範囲でこれに応じます。ただし、これにより業務に要する時間若しくは
費用が増加し、又は成果物の提供時期に影響が生じる場合は、報酬又は提供時期についてあらた
めて協議させていただきます。

９．本ポリシーの改定

当法人は、技術の進展、法令の改正その他の事情に応じ、本ポリシーの趣旨に反しない範囲でそ
の内容を変更することがあります。変更した場合は、当法人のウェブサイトへの掲載その他の方
法により公表するとともに、顧問契約を締結しているお客様に通知します。
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